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政
治

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

を
効

果
的

か
つ

積
極

的
に

推
進

し
、

も
っ

て
男

女
が

共
同

し
て

参
画

す
る

民
主

政
治

の
発

展
に

寄
与

す
る

。

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

30
年
５
月

23
日
法
律
第

28
号
）

〔概
要
〕

１
目

的
（

第
１

条
）

政
治

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
は

、
１

. 
衆

議
院

、
参

議
院

及
び

地
方

議
会

の
選

挙
に

お
い

て
、

政
党

等
の

政
治

活
動

の
自

由
を

確
保

し
つ

つ
、

男
女

の
候

補
者

の
数

が
で

き
る

限
り

均
等

と
な

る
こ

と
を

目
指

し
て

行
わ

れ
る

も
の

と
す

る
。

２
.男

女
が

そ
の

個
性

と
能

力
を

十
分

に
発

揮
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
を

旨
と

し
て

、
行

わ
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
３

. 
家

庭
生

活
と

の
円

滑
か

つ
継

続
的

な
両

立
が

可
能

と
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

を
旨

と
し

て
、

行
わ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

２
基

本
原

則
（

第
２

条
）

３
責

務
等

（
第

３
条

及
び

第
４

条
）

国
及

び
地

方
公

共
団

体
の

責
務

政
党

そ
の

他
の

政
治

団
体

の
努

力

政
党

等
の

政
治

活
動

の
自

由
及

び
選

挙
の

公
正

を
確

保
し

つ
つ

、
必

要
な

施
策

を
策

定
し

、
及

び
実

施
す

る
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

当
該

政
党

等
に

所
属

す
る

男
女

の
そ

れ
ぞ

れ
の

公
職

の
候

補
者

の
数

に
つ

い
て

目
標

を
定

め
る

等
、

自
主

的
に

取
り

組
む

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。

実
態

の
調

査
及

び
情

報
の

収
集

等
（

第
５

条
）

、
啓

発
活

動
（

第
６

条
）

、
環

境
の

整
備

（
第

７
条

）
、

人
材

の
育

成
等

（
第

８
条

）

４
基

本
的

施
策

５
法

制
上

の
措

置
等

（
第

９
条

）

実
態

の
調

査
及

び
情

報
の

収
集

等
の

結
果

を
踏

ま
え

、
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、

必
要

な
法

制
上

又
は

財
政

上
の

措
置

等
を

講
ず

る
も

の
と

す
る

。

基
本

原
則

に
の

っ
と

り

※
 平

成
3

0
年

４
月

1
1

日
衆

議
院

内
閣

委
員

長
に

よ
る

法
案

提
出

、
同

年
５

月
1

6
日

可
決

・
成

立
、

同
年

５
月

２
３

日
公

布
・

施
行

1



政
治
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画
拡
大
に
向
け
た
情
報
提
供

◆
女
性
の
政
治
参
画
マ
ッ
プ
（

H
27

~
)

国
や
地
方
の
政
治
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画
状
況
の
「
見
え
る
化
」

◆
市
町
村
女
性
参
画
状
況
見
え
る
化
マ
ッ
プ
（

H
29

~
)

◆
都
道
府
県
別
全
国
女
性
の
参
画
マ
ッ
プ

内
閣
府
は
、
国
や
地
方
の
政
治
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画
状
況
に
つ
い
て
、
「
女
性
の
政
治
参
画
マ
ッ
プ
」
、
「
都
道
府
県
別
全
国
女
性
の
参
画

マ
ッ
プ
」
、
「
市
町
村
女
性
参
画
状
況
見
え
る
化
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
『
見
え
る
化
』
を
進
め
て
い
る
。

●
女
性
の
政
治
参
画
マ
ッ
プ

…
各
都
道
府
県
の
女
性
議
員
比
率
、
首
長
及
び
議
長
の
女
性
数
並
び
に
女
性
が
ゼ
ロ
の
市
区
町
村
議
会
の
比
率
を
見
え
る
化

●
都
道
府
県
別
全
国
女
性
の
参
画
マ
ッ
プ

…
都
道
府
県
、
市
区
、
町
村
の
女
性
議
員
比
率
を
都
道
府
県
ご
と
に
見
え
る
化

●
市
町
村
女
性
参
画
状
況
見
え
る
化
マ
ッ
プ

…
女
性
地
方
議
員
比
率
や
議
会
に
お
け
る
出
産
に
伴
う
欠
席
規
定
の
有
無
等
を
市
区
町
村
ご
と
に
見
え
る
化

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
周
知
啓
発
（

H
30
年
度
～
）

内
閣
府
は
、
平
成

28
年
度
よ
り
、

IP
U（

列
国
議
会
同
盟

）
が
毎
年
作
成
し
て
い
る
報
告
書
「

W
om

en
 in

 
Pa

rli
am

en
t」
を
仮
訳
し
、
「
議
会
に
お
け
る
女
性
」
を

作
成
し
て
い
る
（
世
界
各
国
の
議
会
に
お
け
る
女
性
の
参
画

の
進
退
等
に
関
す
る
概
要
及
び
分
析
や
女
性
の
議
会
進
出
を

後
押
し
す
る
た
め
の
方
法
等
の
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
）
。

諸
外
国
の
実
態
の
把
握
・
情
報
提
供
（

H
28
年
度
～
）

内
閣
府
は
、
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
概

要
や
意
義
、
我
が
国
の
政
治
分
野
に
お
け

る
女
性
の
参
画
状
況
等
に
つ
い
て
周
知
・

啓
発
す
る
た
め
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

W
EB
サ
イ
ト
を
通
じ
た
情
報
の
提
供
（

H
30
年
度
～
）

内
閣
府
は
、
政
治
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画
状
況
や
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
調
査
研
究
結
果
、

各
政
党
に
お
け
る
政
治
分
野
の
男
女
共
同
参
画
の
た
め
の
取
組
等
を

W
EB
サ
イ
ト
上
で
公
表
し
て
い
る
。

政
治
分
野
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
市
町
村
議
会
議
員
に
占
め
る
女

性
の
割
合
」
に
加
え
、

H
30
に
「
市
町
村
長
又
は
副
市
町

村
長
の
女
性
の
有
無
」
と
「
市
町

村
議
会
に
お
け
る
出
産
に
伴
う
欠

席
規
定
の
有
無
」
を
見
え
る
化

2



0.
0%

20
.0

%

40
.0

%

60
.0

%

80
.0

%

10
0.

0%

出 産 （ 本 人 ）

疾 病 （ 本 人 ）

出 産 （ 配 偶 者 ）

家 族 の 看 護

家 族 の 介 護

育 児
出 産 （ 本 人 ）

疾 病 （ 本 人 ）

出 産 （ 配 偶 者 ）

家 族 の 看 護

家 族 の 介 護

育 児

都
道
府
県

市
区
町
村

明
文
規
定
あ
り

運
用
上
認
め
ら
れ
て
い
る

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
取
組
状
況
の
調
査

（
備
考

）
内

閣
府

「
地

方
公

共
団
体
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形

成
又
は

女
性
に
関

す
る
施

策
の
推

進
状
況

」
（
平
成

3
0
年
度
）
（
原
則
と
し
て
、
平
成

30
年

4
月
１
日
現
在
の
状
況
）

10
0％

29
.8
％

91
.5
％

36
.2
％

34
.0

%
27

.7
％

85
.4
％

38
.9
％

35
.9
％

40
.9
％

39
.6

%

62
.2
％

※
記
載
の
割
合
は
、
「
議
会
会
議
規
則
等
で
明
文
規
定
あ
り
」と

「
運
用
上
認
め
ら
れ
て
い
る
」
の
合
計
の
割
合

地
方
議
会
の
欠
席
規
定
の
整
備
状
況
（
欠
席
事
由
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
事
由
の
状
況
）
（

H
27
年
度
よ
り
調
査
）

保
育
施
設
・
授
乳
室
等
の
整
備
状
況
（

H
30
年
度
よ
り
調
査
）


議

員
の

利
用

で
き
る
保
育
施
設
等
を
４
県
、
２
２
市

町
村
に
お
い
て
設
置
（う

ち
、
人
員

の
手
配

は
な
く
場
所

の
み
の
提
供
は
２
県
、
１
９
市
区
町
村
）


授

乳
室

等
は

、
９
県
、
１
１
０
市
区
町
村
に
お
い
て
設

置
・
提
供

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
修
の
実
施
状
況
（

H
30
年
度
よ
り
調
査
）


セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
研

修
を
１
県

、
３
７
市

町
村

に
お
い
て
実

施
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59
.0

%

40
.1

%

35
.1

%

29
.6

%

29
.3

%

29
.3

%

22
.8

%

11
.3

%

10
.3

%

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%

専
門
性
を
高
め
た
り
見
聞
を
広
め
た
り
す
る
た
め
の
活
動
の
時
間
が
な
い

議
員
活
動
に
係
る
資
金
が
不
足
し
て
い
る

議
員
活
動
と
家
庭
生
活
（
子
育
て
や
介
護
等
）
と
の
両
立
が
難
し
い

女
性
と
し
て
差
別
さ
れ
た
り
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

専
門
性
を
高
め
た
り
見
聞
を
広
め
た
り
す
る
た
め
の
手
段
が
な
い

自
分
の
力
量
に
自
信
が
持
て
な
い

男
性
議
員
の
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い

地
域
の
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い

家
族
の
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
な
い

政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
向
け
た
地
方
議
会
議
員
に
関
す
る
調
査
研
究
（

H
29
年
度
）

女
性
地
方
議
会
議
員
に
対
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
①
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
時
間
が
な
い

②
資
金
不
足
③
議
員
活
動
と
家
庭
生
活
の
両
立
が
難
し
い
が
議
員
活
動
を
行
う
上
で
の
課
題
と
し
て
上
位
を

占
め
て
い
る
。

※
平
成

29
年
度
に
女
性
地
方
議
員
（
約

40
00
名
）
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
（
回
収
率

39
.6
％
）

出
典
：
内
閣
府
「
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
向
け
た
地
方
議
会
議
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」
（

H3
0年

３
月
発
行
）

4



諸
外
国
に
お
け
る
政
治
分
野
へ
の
女
性
の
参
画
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書

［
概
要
］
（

H
30
年
度
）


党
首
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
党
首
に
よ
る
パ
リ
テ
宣
言
な
ど
の

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
女
性
が
手
を
挙
げ
や
す
く
す
る

＜
取
組
例
＞

•
党
首
（
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領
）
に
よ
る
女
性
擁
立
の
強
い
意
志
を
示
す
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
公
開
（

20
17
年
）
⇒
公
募
応
募
者
の
女
性
比
率
が
増
加
［
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
前
進
］

•
「
女
性
指
定
選
挙
区
」
（
現
職
議
員
が
引
退
を
し
て
い
る
選
挙
区
な
ど
の
、
当
選
の
可
能
性
が
高
い
選
挙
区
の

候
補
者
選
出
の
た
め
の
最
終
候
補
者
リ
ス
ト
を
女
性
に
限
定
す
る
仕
組
み
）
の
導
入
［
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
］

→
女
性
議
員
の
増
加
が
女
性
票
の
獲
得
を
通
じ
政
党
の
党
勢
を
拡
大

→
対
す
る
保
守
党
も
有
権
者
か
ら
の
支
持
拡
大
の
た
め
党
執
行
部
主
導
の
取
組
強
化


政
党
幹
部
や
候
補
者
選
定
者
の
男
女
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
任
命
す
る
こ
と
で
、

女
性
の
声
を
反
映
す
る
こ
と
と
と
も
に
女
性
擁
立
の
姿
勢
を
示
す
［
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
等
］


女
性
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
女
性
議
員
同
士
の
連
帯
と
変
革
を
促

す
活
動
基
盤
を
つ
く
る

［
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
等
］


政
治
家
に
な
る
た
め
の
資
質
や
ス
キ
ル
を
提
示
し
、
候
補
者
選
定
に
密
接
に

か
か
わ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
に
よ
り
、
女
性
の
政
治
へ
の
参
画
を
促
す

＜
ポ
イ
ン
ト
＞

①
体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
選
抜
基
準
の
明
示
、
②
参
加
費
用
の
低
額
設
定
と
開
催
時
間
の

子
育
て
と
両
立
で
き
る
よ
う
な
配
慮
、
③
参
加
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
連
帯
感
の
醸
成

＜
取
組
例
＞

•
参
加
費
無
料
の
５
か
月
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
促
す
た
め
合
宿
も
導

入
）
な
ど
、
長
期
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
［
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
］

•
ス
ピ
ー
チ
や
メ
デ
ィ
ア
対
応
な
ど
テ
ー
マ
別
の
コ
ー
ス
（
２
か
月
で
１
コ
ー
ス
）
の
提
供
と

求
め
る
能
力
の
明
確
化
［
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
］


敷
居
が
高
い
と
思
わ
れ
が
ち
な
政
治
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
や
す
く
し
、

女
性
を
含
め
た
多
様
な
人
材
が
議
会
に
参
入
し
や
す
く
す
る

＜
取
組
例
＞

国
会
議
員
に
な
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
を

H
Pで
紹
介
（
応
募
・
相
談
⇒
申
請
書
の
提
出
⇒

適
性
審
査
⇒
実
務
テ
ス
ト
や
面
接
）
［
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
］

女
性
議
員
を
増
や
す
と
い
う
「
政
治
意
志
」
を
持
つ

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
政
党
か
ら
見
る
有
効
な
政
党
の
取
組

候
補
者
選
定
過
程
の
透
明
化

議
員
養
成
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

党
内
組
織
に
女
性
議
員
の
声
を
反
映
し
や
す
く

諸
外
国
の
取
組
や
動
向
を
踏
ま
え
た
日
本
へ
の
示
唆

議
員
の
働
き
方
改
革


育
児
な
ど
の
家
庭
生
活
と
政
治
活
動
が
両
立
で
き
る
よ
う
な
議
会
へ

＜
具
体
策
＞
（
列
国
議
会
同
盟
（

IP
U）

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
配
慮
し
た
議
会
の
た
め
の
行
動
計
画
」
よ
り
）

・
審
議
開
始
時
刻
を
早
め
る
／
遅
い
時
間
の
議
決
を
避
け
る
、
学
校
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
審
議
日
程
調
整

・
育
児
休
暇
の
取
得
、
代
理
投
票
の
利
用

・
託
児
所
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
の
設
置

な
ど

政
治
分
野
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
暴
力
の
撤
廃

21
.8

25
.5

81
.8

性
的
暴
力

身
体
的
暴
力

精
神
的
暴
力

（
出
典
）

IP
U(

20
16

)レ
ポ
ー
ト

回
答
者
：

39
か
国

55
人
の
女
性
議
員

世
界
の
女
性
議
員
が
受
け
た
暴
力
の
実
態

（
％
）


女
性
の
政
治
参
画
を
阻
む
大
き
な
壁
と
な
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
暴
力
に
対
す
る
対
応
が
必
要

＜
列
国
議
会
同
盟
（

IP
U）

が
提
言
す
る
具
体
策
＞

•
苦
情
処
理
手
続
き
の
確
立
（
機
密
性
の
あ
る
相
談
窓
口
の
設
置
）

•
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
議
会
行
動
規
範
の
確
立

•
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
を
目
的
と
す
る
研
修
な
ど

自
己
点
検
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
監
視
機
関
、

IP
U
に
よ
る
監
査
）


ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
に
立
っ
た
議
会
の
自
己
点
検

イ
ギ
リ
ス
は
、
女
性
参
政
権

10
0周

年
に
際
し
、
先
進
国
と
し
て
初
め
て

IP
Uに

よ
る
監
査
を
実
施
（

20
18
）


モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
確
保

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
首
相
付
き
の
公
的
諮
問
機
関
で
あ
る

”女
男
平
等
高
等
評
議
会

”が
監
視
、
提
言
を
実
施

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
議
会
の

”女
性
と
平
等
委
員
会

”が
調
査
や
有
識
者
・
政
党
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施


エ
ビ
デ
ン
ス
を
収
集
し
た
調
査
報
告
を
定
期
刊
行

フ
ラ
ン
ス
で
は

”女
男
平
等
高
等
評
議
会

”、
イ
ギ
リ
ス
で
は

”女
性
と
平
等
委
員
会

”が
定
期
レ
ポ
ー
ト
を
発
行

（
研
究
者
へ
の
委
嘱
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
の
発
行
）
な
ど

候
補
者
男
女
均
等
に
向
け
た
政
党
助
成
金
の
在
り
方


候
補
者
男
女
均
等
に
向
け
た
取
組
状
況
に
応
じ
た
政
党
助
成
金
の
配
分
の
検
討

女
性
議
員
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
公
的
な
政
治
資
金
の
配
分
を
し
て
い
る
国
は

30
か
国

＜
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
公
的
な
政
治
資
金
（
政
党
助
成
金
）
制
度
の
３
つ
の
類
型
＞

①
事
前
に
設
定
し
た
女
性
比
率
を
超
え
た
場
合
に
受
け
取
れ
る
仕
組
み
、
②
女
性
比
率
に
応
じ
た
配
分
額

を
増
減
、
③
助
成
金
の
一
部
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
女
性
候
補
者
の
支
援
金
と
し
て
支
給
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政
党
に
対
す
る
働
き
掛
け
（

H
22
年
度
～
）

要
請
文
➡

第
３

次
、

第
４

次
男

女
共

同
参

画
基

本
計

画
に

基
づ

き
、

政
治

分
野

に
お

け
る

女
性

の
活

躍
を

促
進

す
る

べ
く

、
平

成
2

3
年

以
降

、
内

閣
府

特
命

担
当

大
臣

（
男

女
共

同
参

画
）

よ
り

、
各

政
党

に
対

し
て

働
き

か
け

を
実

施
。

令
和

元
年

1
2

月
1

1
日

橋
本

男
女

共
同

参
画

・
女

性
活

躍
担

当
大

臣
か

ら
公

明
党

の
斉

藤
幹

事
長

に
対

し
、

政
治

分
野

に
お

け
る

女
性

の
活

躍
促

進
に

つ
い

て
要

請
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